
心 臓 外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 片岡　　剛
三学会構成心臓血管外科専門医認定機構認定
　心臓血管外科専門医・修練指導者
日本外科学会認定外科専門医
日本脈管学会認定脈管専門医・指導医

成人心臓大血管
疾患

成人心臓大血管手
術および周術期管
理、血管内治療

医 長 幾野　　毅
三学会構成心臓血管外科専門医認定機構認定
　心臓血管外科専門医・修練指導者
日本外科学会認定外科専門医
京都大学博士（医学）

成人心臓大血管
手術

｜2024年度の主な取組｜

　2024年手術件数は心臓大血管手術数84件（心臓手術59例）であった。主要な手術で分類すると、冠動脈バ
イパス術は24例、人工心肺使用23例、非使用 1 例であった。弁膜症手術は31例で単弁手術24、二弁手術 6 、
三弁手術 1 、大動脈弁については12弁すべて弁置換術、僧帽弁については18弁のうち弁形成術913例、弁置
換術 5 例、三尖弁については 7 弁全て形成術を施行した。不整脈手術は14例に併施している。胸部大動脈
手術は12例で、大動脈解離が 6 例、真性大動脈瘤が 6 例であった。ステントグラフトは胸部 2 例、腹部 5
例であった。

手術成績
　2024年手術死亡は 1 例に認められ心臓手術死亡率は1.7％であった。日本心血管外科手術データベースに
おける当科の実績死亡率と予測死亡率、死亡と主要合併症をあわせた有害イベント発生率の実測発生率と
予測発生率を示す。いずれも予測死亡率、予測発生率を下回る手術成績であった。

専門医資格等
三学会構成心臓血管外科
　専門医認定機構認定
　心臓血管外科専門医・
　修練指導者
日本外科学会認定
　外科専門医
京都大学医学部臨床教授
京都大学医学部非常勤講師
日本医療機能評価機構認定
　医療クオリティマネージャー
日本医療メディエーター協会
　認定医療メディエーター
　（医療対話推進者）
産業医

専門分野
成人心臓大血管手術

副院長
診療部長（医療安全担当）
診療科長
白神　幸太郎
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実測死亡率 予測死亡率 有害イベント
実測発生率

有害イベント
予測発生率

冠動脈手術 0.0％ 5.48％ 18.18％ 22.45％

心臓弁膜症手術 4.17％ 5.45％ 8.33％ 19.03％

胸部大動脈手術 0.0％ 7.27％ 25.0％ 29.37％

　死亡した 1 例は 4 年前に当科で感染性心内膜炎に対する大動脈弁置換術、僧帽弁置換術、三尖弁形成術
を施行しており、急激に進行する心不全にて入院加療中、僧帽弁周囲逆流が増悪したため緊急手術となっ
た症例である。大動脈内バルーンパンピング下に手術に臨み、直接縫合による僧帽弁周囲逆流閉鎖術を
行った。第 7 病日まで経過は比較的順調であったが、術後31日十二指腸穿孔を来して緊急手術となる。術
後ESBL菌血症、敗血症性ショックとなり術後38日に死亡確認に至った。その他の主要合併症については、
周術期脳梗塞が 4 例、うち 3 例は弓部大動脈全置換術/外科的ステントグラフト留置術施行症例であった。
術中の塞栓症が強く疑われた。
　死亡率としては予測死亡率を下回ることができたが、主要合併症として脳梗塞発症率、胸骨骨髄炎につ
いては予測死亡率をわずかに上回っており、改善が求められる。

｜診療実績｜

入院患者数
2023年度 2024年度

1 日平均患者数（名） 8.0 7.5

新入院患者数（名） 82 68

平均在院日数（日） 33.2 39.0

外来患者数
2023年度 2024年度

1 日平均総患者数（名） 5.5 5.5

主な手術・検査の件数（2024年度）

冠動脈バイパス術 24件 胸部大動脈ステントグラフト留置術 2 件

弁膜症手術 31件 腹部大動脈ステントグラフト留置術 5 件

胸部大動脈手術 12件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.05.31	 第52回日本血管外科学会
「外傷性肘関節開放性脱臼による、上腕動脈挫滅断裂に対して、尺側皮静脈を用いた緊急バイパスを施行して、救肢
できた一例」
片岡 剛、幾野 毅、白神 幸太郎、浅田 秀典

2024.06.21	 第26回日本医療マネジメント学会
「DNARガイドライン導入後の成果と課題」
白神 幸太郎、阿部 充、難波 多挙

2024.07.30	 日本医療マネジメント学会第21回京滋支部学術集会
「医療事故調査制度に基づく死亡症例報告制度―5000例の検討から―」
白神 幸太郎
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発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.10.19	 第65回京滋心臓血管外科研究会
「急性心筋梗塞後IABP補助下に待機的手術とした心室中隔穿孔の一症例」
山本 恭一郎、幾野 毅、片岡 剛、浅田 秀典、白神 幸太郎

2024.10.24	 第65回日本脈管学会
「使用したリング付きePTFEグラフトが、術後 4 週間後に、末梢吻合部で外したリング形状と同じ円環状に離断し、
仮性瘤を形成した一例」
片岡 剛、幾野 毅、白神 幸太郎、浅田 秀典

2024.11.30	 第19回医療の質・安全学会学術集会
「医療事故調査制度に基づく死亡症例報告制度―院内死亡症例5051例の検討―」
白神 幸太郎

2025.02.08	 第66回京滋心臓血管外科研究会
「63歳透析患者の僧帽弁後尖弁輪部に著明な石灰化を有するMR病変に対して、石灰化除去は行わず、後尖組織を逢着
に利用し、カフとの間に牛心膜をカラーとして補強して、リーク防止目的にそのパッチをMAC外側の左房壁に縫合
して機械弁置換を行った 1 例」
安田 有輝、幾野 毅、片岡 剛、浅田 秀典、白神 幸太郎

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
心臓傍神経節腫瘍に対する心拍動下腫瘍切除術の 1 例
胸部外科, 77, 9, 673-677, 2024.09.01, 南江堂
幾野 毅、片岡 剛、白神 幸太郎、立木 美香、成瀬 光栄

[原著論文以外]
Two-Step Operation for Aortoesophageal Fistula After Thoracic Endovascular Repair
Cureus, 16, 8, 2024.08
Takeshi Ikuno, Yutaka Sakakibara, Kazunobu Nishimura
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